
記
念
會
館

に
竣
功
を
見
た
の
で
あ
る
。

附
録
五
高
同
窓
鯨
と
開
校
五
十
年
記
念
倉

五
七
一
一

し
て
、
満
場
一
致
の
賛
同
を
得
、
直
ち
に
数
名
の
企
誓
委
［
貝
を
委
嘱
し
て
、
鋭
意
熟
議
の
結
果
、
大
鵬
左
記
の
如
き
成
案
が
出

来
ま
し
た
の
で
、
今
夏
當
地
在
住
の
特
別
委
員
會
に
附
議
し
て
承
認
を
経
、
こ
の
程
漸
く
實
動
の
運
び
に
な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。
就
い
て
は
公
私
御
多
端
の
御
事
は
重
々
拝
察
致
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
卒
發
起
人
一
同
の
微
意
の
あ
る
所
を
御
賢
察
下
さ
い

ま
し
て
奮
っ
て
御
賛
同
御
援
助
の
程
偏
に
御
願
申
上
げ
ま
す
。

昭
和
十
年
十
月
四
日

第
五
高
等
學
校
第
五
十
年
記
念
會
發
起
人
一
同

記
（
依
頼
状
と
同
文
に
付
省
略
）

而
し
て
計
書
中
の
行
事
に
就
い
て
は
、
第
二
篇
第
一
一
章
第
七
節
に
述
べ
た
の
で
、
絃
に
は
重
出
せ
す
、
記
念
會
鯖
は
、
式
典
直
前

關愛紳長京憂滿朝熊兵大幅東
東奈
州･知川崎都潤洲鮮本庫阪岡京

附
鋒
兀
高
同
窓
會
と
開
校
五
十
年
記
念
管

卒
業
者
地
方
別
概
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者
地
方
別
概
要
（
昭
和
士
一
年
十
月
現
在
）
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